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10)体外衝撃波結石破砕療法が有効であった

eonflLl(､IlL･(..StoneL.'11例
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症仲｣は.:1(汁 .女性.人間 卜∴LJクにて.世襲結石を指

摘され 1992年10月20日初診.腹部エコ-,CT では,

胆嚢は萎縮 しており,胆嚢内をこ結石がみられた.ERCP

では,娘廉内闘 豊造影剤がはいらず,胆嚢管にて閉塞 し

ていた.腹腔鏡下胆嚢摘出術を予定 していたが, i992

年H月26日より,心窟部痛,黄痘あり,11月30田丸院.

EJlieI'にて.径 12＼10mlllハ co=nL】Pl･leeEton()上

診断 し.乳頭切開後,71tTr.EN…)香/挿 入した.体外衝

撃波結石破砕装置 TRIPTER X弓 を用いて,ENBD

チュ--ブから造影 し,Ⅹ線ガイ ド下に2,000発の衝撃波

を照射 した書結石は破砕され,後日ERCPにて,排石

を確認 した.我々は,総胆管結石をこ対 しての ESWL の

有効性を報告 してきたが,破砕効果は結石の穫叛のみな

らず,結石と胆管壁との胆汁が存在するスペ-スの大小

か問題となる.eontluenc(ごSloncLは.結石LtIFlli管壁と

のスペースが小さく,破砕困難と思われたがや ドレナ-

ジより造影剤を十分に注入し 破砕に成功 した,

ll)胆石 イ レウスの 1例

阿部 要一 o吉田薬佐入
榊原 年宏 (木戸病院外科)

胆石イレウスは比較的稀な疾患とされてきたが,最近

その報告例が少 しずつ増加 しつつあり, 本邦では 1903

年以降 3桝 例余りが報告されています.我々は術前をこ診

断できた本症の l例を経験 した.症例は66歳,男性,顔

棉,噛l吐,入院時腹部X線検査にて胆.道内ガス像,腸管

拡張像,腹管内結石像が認められ 腹部 CT 所見では

胆嚢壁の肥厚と胆嚢および胆道内にガス像を認めた.辛

二指腸内視鏡検査で十二指腸乳頭のロ側,SDA 直下に

腐乱を認めた.胆石イレウスの診断で開腹 し,Treitz

勤帝から約 150cm の空腹をこ駿頓する望個の結石を認

れ 腸切開 して摘出上 さr一に胆_喪部分切除,胆襲 仁二

指腸嘩L.･r)閉鎖術を ･期的に施行した.コ個(r)結石の大き

さは 3.2＼j.O光l).8cm,2.1)x2.O＼27.Ocnlで結石分

析ではコレステロール結石でした.術後しばらく胆汁の

漏出を認めたがサ自然閉鎖 し,全治退院 した.

78旦

121超常磁性酸化鉄をj削 ､た造酎 入,IRIによ

る肝経癌性病変の摘出能の検討

･･ ､∵ - ､ ･

市肘 降立 ( 同 第三内科)

∴ ∴ 十 ･

曜崎 俊度･大田 宏信 ( 同 内科)

新 しい肝の MRI用造影剤である超常磁性酸化鉄

癌9例.胆管細胞癌 1例,転移性肝癌 9例の合計19例に

亘､NRl(釘,L･i】Lした.切除在いし生検iこて診断が確定 し

たま0例1竣結節について検出できた病変数をみると,転移

性肝癌 9結節では AMP25による造影前 ･後とも8結

節を掃出 し得たが,猪出された sequenceの数は造影

後が多かった.また USで掃出されたのは6結節亨CT

では7結節でありチこれらより多くの結節を猪出しえた.

肝細胞癌5結節中,血管造影で濃染され 組織学的に中

分化(瑚TL細胞癌二月告節は ju:1ト25による造酎前 ･後LF二

も良好をこ措出されたが,血管造影で波数のない高分化肝

細胞癌 2結節はいずれも造影後かえって不明瞭になった.

転移性肝癌の検出目的で M双三 を行 う場合,AMト25

による造影は有用と思われた,肝細胞癌については,分

化度の宰u断の一助となると思われた,

13)保存的治療 をこより軽快した胆摘術後胆汁性

柏木の 1例
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胆道系手術術後は外傷などにより胆道擦傷があった場

育.瞳陸内に滴と1-ミした胆汁は通常胆汁性腹膜炎を引き起

すが,希をこ大慶の胆汁漏出があるにもかかわらず,急性

症状を欠くことがある.このような状態を胆汁性感東と

呼ぶ.

今回.我 十が経験 した症例は阻喪摘出術中に総肝管損

傷があったが卓術後 2週間は経過良好であった.しかし,

部所見および血液検査で腹膜炎の所見は認めなかったた

め. 2r(-i~tの経乾的 卜~しナ--Jを行･')ことにより保存的に

治療し軽快した｡ ドレナ-ジされた胆汁性腹水の慶は totai

3.00()mlであー･--た.


